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ウナギ仔魚飼育方法を応用したハモ仔魚飼育の試み

加治俊二*1・西 明文*2・橋本 博*3・今泉 均*3・足立純一叫

Trial for Rearing Pike Eel Muraenesox cinereus Larvae 

by Applying the Japanese Eel Larvae Rearing Method 

Shunji KAJI， Akefumi NISHI， Hiroshi HASHIMOTO， 

Hitoshi IMAIZUMI， and lunichi ADACHI 

We tried to re創.pike eellarvae by applying Japanese eellarvae rearing method on which feeding was 

done by impelling larvae to locate the food on the bottom ofrearing tank using their negative phototaxis. At 

first， we reared them by this method. But they were dead within 10 or 11 days after hatching as sam巴aslar-

vae without feeding， According to observation of negative phototaxis of pik巴 eellarvaeラ itrised in propor-

tion to a rise of illumination below 3，OOOlx and was almost steady above 3，OOOlx. So， we tried to feed larvae 

rising illumination to 4，OOOlx from 250-400lx. They survived on and after 11 days after hatching (one sur-

vived for・43days after hatching)， and some larvae obviously grew (one was 24.9mmTL). This 1巴sultsug-

gested it was possible to rear pike eellarvae applying Japanese eellarvae rearing method 

2008年 5月 1日受付. 2008年 8月 15日受理

ウ ナ ギ 白 魚類には重要な水産資源であるハモ

Muraenesox cinereus. ウナギAuguillajaponica，マアナゴ

Conger myriωterなどが含まれるが，それらにはレプト

ケフアルス幼生期があり，その種苗生産技術は確立され

ていない。マアナゴについては， Hori巴 etal.りが人工授

により受精卵及びふ化仔魚、を得ているが，良質卵の確

保には至っておらず，仔魚、飼育は行われていない。ウナ

ギについては， Tanaka et al. 2.3)が仔魚飼育方法を検討し

サメ卵を主成分とする液状飼料を用いることでシラスウ

ナギまでの育成に世界で初めて成功しているが実験規模

の域を出ていない。一方，ハモについては. 1970年代

の瀬戸内海のハモ漁獲量の減少を受けて，親魚、養成や採

卵技術の開発に社団法人日本栽培漁業協会上浦事業場

(現独立行政法人水産総合研究センター養殖研究所上浦

栽培技術開発センター)などが取り組み，加温~lU~~tある

いはホルモン投与により自然、産卵で受精卵を大量採卵

し仔魚、の飼育も試みたが，適正な初期斜料が見出せ

ず，その育成は成功していない問。

志布志栽培漁業センターでは 2001年より，ウナギと

ハモを対象にして， レプトケフアルス幼生期という特異

な仔魚期を持つウナギ目魚類の種苗生産技術開発への取

り組みを部始し，ハモについては，加温刺激やホルモン

投与に依らない自然産卵による安定大量採卵に成功して

良質な仔魚、の確保が司ー能となったヘ本報告では， ウナ

ギ仔魚で開発された飼育方法 2.3)を応用したハモ仔魚、の

飼育方法について検討した結果を報告する O
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材料と方法

給餌飼育試験 1 供試したハモ仔魚、は 日向灘，志布志湾，

八代海で漁獲されたハモを陸上水槽で 3 ~ 4 年養成した

親魚、から自然産卵によって得た。容量法によって， 日齢

3 ~ 4 の仔魚、 200 ~ 300尾をイセエピ幼生用に開発され

たボール型飼育容器 9) (実水量 10Q )に収容し 水温

23 ~ 25tの紫外線殺菌海水を 0.4Q /分で注水する流水

とした。油球及び卵黄をほぼ吸収し針状歯が明瞭とな

った日齢 4~ 5 (写真 1)に給餌を開始した。給餌時に

は照度が 250~ 400 lxになるように照明を点灯し，注

水を止め，液状飼料(サメ 卵 48g，低フイチン酸大豆ペ

写真 1 給餌開始時のハモ仔魚類部(日齢4-5) 

プチド粉末 3.25g.オキアミ自己消化物粉末 3.25g， ビ

タミン E，C粉末 0.5g，蒸留水 50me) 3 ~ 5 meを駒

込ピペットで飼育容器底面(直径 10cm)全体に静かに

撒き。 15~ 20分間そのままの状態とした。その後，注

水を利用して残餌を巻き上げ，流水状態に復し，照度を
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数 Ixまで落とした。給餌は l日5回， 2時間おきに 7，

9， 11， 13， 15時に行った。

仔魚の負の走光性の観察 前項と 同様に して得た日齢4

の開口個体 16尾を 1Qガラスピーカーに収容し 10Ix 

から 12，449Ixまでの照度で行動を観察した。10lxは電

球，200 ~ 836 Ixまでは蛍光灯(白色)， 1，406 Ix以上は

自然光を光源として利用した。低照度から観察を開始

し，所定の照度に 30~ 60秒静置した後に底面に下向き

に遊泳している個体を計数しその時の照度を照度計

(ANA F9) で言己主景した。

給餌飼育試験 2 給餌時の照度を 4，0001xに上げた以外

は飼育試験 !と同じ飼育方法とした。

無給餌飼育 給餌飼育試験 2の 14事例のうち 11事例に

ついては無給餌での生残状況を調べた。紫外線殺菌海水

を入れた 500mQビーカー l個に 20~ 34尾のふ化仔魚、

を収容し無給餌，無換水で、 水温 24.0~ 24.4
0

Cの実

験室内に静置し毎日 l回， 8 ~ 9時に死亡個体を取り

上げて，全ての個体が死亡するまで飼育した。

結果と考察

飼育試験 lでは 38事例の飼育を試みた。一部の個体

で摂餌が認められたが，給自耳開始から l週間前後となる

日齢 10 ~ 11で成長すること無く全滅した。本実験条件

下では，給餌開始日となる日齢 4~5 のハモの仔魚、は水

面直下の飼育容器壁面をま;1め上向きに遊泳している個体

が多く，負の走光性を示して液状飼料を撒いた飼育容器

底面まで泳ぐ個体は少なかった。

そこで，給餌開始日の仔魚、の負の走光性を観察した。

その結果，飼育試験 lの照度条件では負の走光性を示す

個体は 16尾中 l尾だけであった。さらに，負の走光性

は， 3，0001xまでは照度に比例して強まること ，それ以

上では大きな変化はなく 8~9 割の個体が負の走光性を

10 200 397 560 680 836 1406 2014 3016 3928 7076 9044 12449 
照度(Ix)

口負の走光性を示す個体 図負の走光性を示さない個体

図 I 給餌開始時(日齢4)のハモ仔魚、の走光性と照度の関係
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図2 ハモ仔魚、の成長

*1吻端から尾鯖先端

写真 2 ハモ仔魚

日i鈴 (全長)は下から 5(10.1 ITIm)， 24 (15.0111111)， 40 (18.31111TI)， 40 (24，9111111) 
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図3. 給餌仔魚と無給餌{子魚、の平均生残率の比較
*給支耳を開始した日齢を起点として生残E与を求め. 11事例の平均領土襟準誤差で示した。

示すことが判明した(図1)。

この観察結果を受けて錦育試験2を実施した。 14事

例の飼育を試みた結果， 13事例で日齢 16~ 43まで生

残させることに成功した。さらに， 5事例では明らかな

成長が認められ，最大個体は日齢 40で全長(吻端から

塔鰭先端)24.9 mmまで成長した(図 2，写真 2)0 しか

し無給餌飼育を併せて実施した 11事例の給鰐仔魚と

無給餌仔魚、について給餌開始日齢を起点、とした 8日間の

生残状況を見ると，両者に大きな違いはなく，給餌によ

って初期の生残を向上させることは出来なかった(図

3)。
今回の結果から，ハモ仔魚、も，照度を強めて負の走光

性を高めることにより，ウナギ{子魚、飼育方法を応用した

初期飼育が可能で、あることが示唆された。生残状況が悪

いのは，ハモf子魚、の負の走光性がウナギ仔魚、ほど明瞭で、

ないために液状飼料との接触機会が少なく，多くのハモ

仔魚、が必要充分な摂餌をすることが出来ないためと考え

られ，今後は環境条件のさらなる検討が必要である。
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ホシガレイのふ化に及ぼす水温の影響
平田豊彦・石井孝幸

蓄養したホシガレイの天然魚と漁獲直後の放流

魚，および人工魚から得た受精卵により，卵管理
水温の違い（6℃， 8℃， 10℃， 12℃， 14℃）がふ
化に与える影響について観察した。

ふ化率は親魚がいずれの場合も， 10℃前後が最
も高く，ふ化までの所要日数は，温度が高いほど
短かった。ふ化が可能な水温は 8～ 12℃と推定さ
れ，同属のマツカワよりも高く，ヒラメやパパガ

レイなどに比べ，狭い範囲であることが分かつた。
卵管理の適水温は，他の機関の試験結果とやや違
い，飼育条件や地域により異なる可能性があると

思われた。ふ化仔魚の開口時の生残率も 10℃前後
で高くなる傾向を示し初期生残にも 10℃前後が
好条件と考えられた。

水産技術， 1(1),61-65, 2008 

クルマ工ビの種苗量産時における歩脚欠損の発生
過程について
山根史裕・辻ヶ堂諦

クルマエピの歩脚欠損について，種苗量産過程
における発生時期や程度および発生要因として収
容密度との関連を調べた。クルマエピの歩脚欠損
はポストラーバ5～ 10日齢時（PS～ 10）から観察
され始め， P20（平均体長 12mm前後）には，ほほ
全ての個体にみられた。また，歩脚欠損は低密度
の飼育では観察されず飼育密度が高くなるにつ
れ発生した。以上のことから，クルマエピの歩脚
欠損は個体干渉により生じており，成長につれ水
槽底面が過密になることで発生頻度が増すと考え
られた。よって，種苗量産過程では P15以降のな
るべく早い段階でクルマエピを低密度の中間育成
に移行することで効率的な生産が図られることが
考えられた。

水産技術， 1(1),67-72, 2008 

マダラ稚魚の腹鰭抜去標識の有効性

手塚信弘・荒井大介・島康洋・桑田博

マダラ稚魚に平均全長33～ 116mmで鰭抜去を，

平均全長43～ 116mmでアンカータグを，平均全

長 64～ 108mmでループタグを装着した場合，装

着後 8日目の生残率は鰭抜去区，アンカータグ区，

ループタグ区の順に高かった。平均全長 73～

76mmに標識を装着し観察開始後 151日目の「一

日で標識の判別が可能な個体の割合」は，アンカ

ータグ区で 100%，鰭抜去区で 88%，鰭切除区で

56 %，焼印区では 0%であった。アンカータグは

マダラの放流後の成長に伴い体内に埋没する可能

性が考えられ，これらの結果を総合的に判断する

と，マダラ稚魚の外部標識には鰭抜去が最も適し

ていると考えられた。

水産技術， 1(1),73-76, 2008 

携帯型アスピレーターを用いた卜ラフグ耳石の大

量収集法の開発

鈴木重則・町田雅春・成生正彦・柴健次

我が固における重要な栽培漁業対象種であるト

ラフグの ALC耳石標識を利用した放流効果評価手

法を開発するために，加工場で身欠き処理される

トラフグから，耳石（肩平石）を大量に採取する

方法について検討した。その結果， トラフグ処理

尾数に対して採取できた扇平石の割合は，掻き出

し、法では 33.2%と取り残しが多かったが，吸い取

り法では 81.2%が採取できた。吸い取り法を試験

した 5ヶ月間に l万個を超える大量の肩平石を採

取することができ，本手法の実用性が示された。

水産技術， 1(1).77 82, 2008 

ウナギ仔魚飼育方法を応用したハモ仔魚飼育の試

み

加治俊二・西明文・橋本博・今泉均・

足立純一

ウナギ仔魚、で開発された飼育方法を応用してハ

モ仔魚、の飼育を試みた。ウナギ仔魚の飼育方法そ

のままでは日齢 10～ 11で全滅した。ハモ仔魚、の

走光性を観察すると， 3,000lxまでは照度に比例し

て負の走光性が強くなることが判明した。そこで，

給餌時の照度をそれまでの 250～ 400lxから

4,000lxに変更し，ボール型水槽の底に餌を置く飼

育を試みた結果，摂餌する個体の割合が増え，最

長日齢43，最大全長 24.9mmまで生残，成長させ

ることに成功しウナギ仔魚飼育方法を応用した

ハモ仔魚飼育の可能性が示唆された。

水産技術， 1(1),83-86, 2008 


